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講演会実績 

○研究者向け講演会タイトル： Comparative Study of the Entrepreneurship Education in the U.S.

and Japan and Entrepreneurial Mindset Profile of the American and Japanese Students.

○日時：2024 年 4 月 25 日（木）

○概要： 2024 年 4 月 25 日（木）に、関西大学商学部 C館小会議室においてアメリカのブリッジウ

ォーター州立大学経営学部教授の余前文（Yu Chien-wen)教授をお迎えし、招へい研究者の講演会を

開催した。講演会のタイトルは「Entrepreneurship Education Ecosystems and Entrepreneurial

Mindset Profile in the U.S. and Japan」であった。アメリカでは政府主導よりも民間による起業

家の育成が多く、企業と大学による自主的な産学共同研究プロジェクトが進められている。また、

起業に関する学生の意識も高く、実際学生時代に起業するケースも多い。しかし、連邦政府による

資金の補助や行政的支援はあまり多くない。一方、日本ではトップダウンによる産学共同プロジェ

クトが比較的多く、学生の意識も安定志向が強いため、起業よりも大企業への就職を望む学生が多

数であった。

○学生向け講演会タイトル：日米学生の起業家精神に関する測定指標と意識の相互比較

○日時：2024 年 4 月 18 日（木）

○概要： 余教授は参加した学生に直接起業に対する考え方を聞いた後、本人の起業家精神のポイン

トをアメリカの学生と比較し、どのように異なっているのかについてまず説明を行った。そして、

起業家精神を測定できる項目について論じた。日本の学生の場合、起業家精神の中で、達成感に関

するポイントは高いが、リスクを回避する傾向が強いため、起業に関する関心があまり高くなかっ

た


